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を
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掃
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加

７

月

16
日

（

土

）

７

時

～

井

田

第

二

共

和

会

８

月

14
日

（

日

）

７

時

～

明

津

町

会
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催

開

催

開

催

開

催

８

月

14
日

（

日

）

午

後

６

時

～

せ

せ

ら

ぎ

遊

歩

道

小

関

橋

付

近

・

当

日

は

乙

女

文

楽

の

上

演

有

り

第

五

回

第

五

回

第

五

回

第

五

回
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ぎ
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ぎ
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11
月

６

日

（

日

）

高

津

区

橘

公

園

＊

出

演

者

の

募

集

は

締

め

切

り

ま

し

た

。

六

月

十

二

日

（

日

）

午

後

、

国

際

交

流

セ

ン

タ

ー

会

議

室

に

ネ

ッ

ト

会

員

を

中

心

に

十

八

名

が

集

ま

り

、

『

せ

せ

ら

ぎ

の

こ

れ

か

ら

』

に

つ

い

て

語

り

合

い

ま

し

た

。

千

々

和

み

ど

り

が

司

会

し

、

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

代

表

・

平

井

資

嘉

寿

の

挨

拶

で

始

ま

り

ま

し

た

。

は

じ

め

に

事

務

局

長

の

田

辺

勝

義

が

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

と

し

て

、

｛

ネ

ッ

ト

の

維

持

管

理

活

動

の

一

環

と

し

て

、

昨

年

ア

ン

ケ

ー

ト

を

行

い

、

四

百

名

以

上

の

回

答

と

、

多

様

な

ご

意

見

を

頂

き

ま

し

た

。

こ

れ

を

生

か

す

た

め

に

、

関

係

有

識

者

の

ご

意

見

も

頂

き

、

『

せ

せ

ら

ぎ

の

こ

れ

か

ら

』

に

役

立

て

た

い

｝

と

、

シ

ン

ポ

ジ

ュ

ー

ム

の

開

催

経

緯

と

目

的

を

説

明

し

ま

し

た

。

次

い

で

四

名

の

パ

ネ

ラ

ー

が

夫

々

の

立

場

で

発

言

し

ま

し

た

。

「「「「

行

政

行

政

行

政

行

政

」」」」

の

立

場

か

ら

は

川

崎

市

公

園

管

理

課

担

当

課

長

・

板

橋

茂

夫

氏

が

｛

①

昔

の

面

影

を

伝

え

る

「「「「

学

校

学

校

学

校

学

校

とととと

子

供

子

供

子

供

子

供

た

ち

た

ち

た

ち

た

ち

」」」」

の

立

場

か

ら

は

、

下

小

田

中

小

学

校

校

長

新

山

達

氏

が

、

①

祭

り

に

参

加

し

て

「

地

域

と

の

触

れ

合

い

」

が

広

が

っ

た

。

②

せ

せ

ら

ぎ

で

、

子

供

た

ち

に

「

自

然

と

の

共

生

」

を

学

ば

せ

た

い

。

③

せ

せ

ら

ぎ

を

通

し

て

「

人

と

の

関

係

、

昔

の

暮

ら

し

・

遊

び

を

学

ば

せ

る

」

こ

と

、

な

ど

を

期

待

し

た

い

と

話

さ

れ

ま

し

た

。「「「「

町

会

町

会

町

会

町

会

」」」」

の

立

場

か

ら

は

、

下

小

田

中

５

丁

目

の

河

野

健

三

氏

が

、

①

こ

の

地

域

は

人

口

増

加

・

高

齢

化

が

顕

著

で

、

町

会

の

役

割

が

大

き

い

。

②

災

害

に

強

い

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

つ

く

り

が

急

務

だ

。

③

西

中

原

教

育

会

議

で

子

供

の

花

植

え

を

行

っ

た

。

④

せ

せ

ら

ぎ

の

高

度

処

理

水

を

災

害

対

策

に

も

活

用

を

。

な

ど

と

、

大

震

災

対

応

も

強

調

さ

れ

ま

し

た

。

「「「「

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

」」」」

か

ら

は

、

副

代

表

の

松

本

浩

次

郎

が

、

①

せ

せ

ら

ぎ

開

通

時

か

ら

の

私

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

あ

ら

ま

し

。

②

「

江

川

の

環

境

を

良

く

す

る

明

津

会

」

の

「

清

掃

活

動

と

絆

つ

く

り

」

③

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

の

役

割

を

説

明

し

、

―

現

状

は

イ

ベ

ン

ト

重

視

で

、

維

持

活

動

が

手

薄

と

の

批

判

が

あ

る

―

ア

ン

ケ

ー

ト

で

利

用

者

の

思

い

や

要

望

を

探

り

、

今

後

に

役

立

て

た

い

。

な

ど

の

、

ご

意

見

が

述

べ

ら

れ

ま

し

た

。

休

憩

後

の

質

疑

で

は

、

①

「

花

植

え

」

は

ダ

メ

か

？

②

せ

せ

ら

ぎ

開

設

時

に

植

え

ら

れ

た

草

花

が

土

地

に

合

っ

て

い

な

い

の

で

、

枯

れ

て

し

ま

っ

た

。

③

遊

歩

道

の

植

栽

箇

所

の

土

地

に

ガ

ラ

が

多

く

、

土

が

悪

い

の

で

草

木

が

育

た

な

い

。

③

水

藻

の

発

生

を

防

止

出

来

な

い

か

。

④

川

岸

の

木

杭

な

ど

破

損

箇

所

が

目

立

つ

。

⑤

高

度

処

理

水

の

浄

化

は

出

来

な

い

か

？

な

ど

有

益

な

ご

意

見

が

で

ま

し

た

。

「

花

植

え

」

に

つ

い

て

は

、

行

政

か

ら

「

行

政

で

は

決

め

ら

れ

な

い

。

管

理

運

営

協

議

会

の

中

で

話

し

合

っ

て

欲

し

い

」

と

の

見

解

が

述

べ

ら

れ

ま

し

た

が

、

「

土

壌

」

シンポジウムの模様

平井代表の挨拶

今

年

は

、

お

盆

の

８

月

14

日

（

日

）

夕

に

、

第

4
回

目

の

灯

ろ

う

流

し

が

行

わ

れ

ま

す

。今

年

は

、

灯

ろ

う

の

色

付

け

や

当

日

販

売

は

フ

ィ

ッ

ト

ケ

ア

店

西

側

で

、

乙

女

文

楽

は

東

屋

で

、

そ

し

て

、

管

理

棟

の

下

の

小

関

橋

か

ら

灯

ろ

う

を

流

し

、

東

屋

を

越

え

、

３

０

０

メ

ー

ト

ル

程

の

間

で

行

い

ま

す

。

お

盆

の

こ

の

時

期

の

夕

方

は

、

せ

せ

ら

ぎ

を

渡

る

風

も

爽

や

か

に

な

っ

て

来

て

お

り

、

晴

れ

れ

ば

、

暮

れ

て

い

く

空

の

色

を

映

し

て

流

れ

の

色

が

時

々

刻

々

と

変

化

し

て

い

く

の

が

本

当

に

き

れ

い

で

す

。

夕

焼

け

の

赤

み

を

帯

び

た

青

か

ら

、

群

青

に

変

わ

り

、

や

が

て

宵

闇

が

迫

っ

て

く

る

せ

せ

ら

ぎ

が

と

て

も

美

し

い

。

そ

こ

に

、

火

の

灯

さ

れ

た

灯

ろ

う

が

ゆ

っ

た

り

と

流

れ

る

様

は

幻

想

的

で

、

ふ

と

夢

見

心

地

に

な

り

、

普

段

の

慌

た

だ

し

さ

を

、

現

世

を

忘

れ

る

よ

う

な

“

清

流

の

道

”

“

あ

ぜ

の

道

”

な

ど

「

せ

せ

ら

ぎ

遊

歩

道

の

構

成

」

。

②

４

つ

の

管

理

運

営

協

議

会

と

４

つ

の

愛

護

会

で

「

管

理

運

営

す

る

せ

せ

ら

ぎ

の

現

状

」

③

協

議

会

、

周

辺

関

係

者

の

話

し

合

い

と

合

意

で

「

楽

し

い

公

園

つ

く

り

」

を

進

め

て

欲

し

い

な

ど

、

が

説

明

・

要

望

さ

れ

ま

し

た

。

「

水

質

」

な

ど

に

つ

い

て

は

課

題

も

大

き

く

、

時

間

の

制

約

も

あ

り

、

今

後

の

課

題

に

な

り

ま

し

た

。

「「「「

ア

ン

ケ

ー

ト

ア

ン

ケ

ー

ト

ア

ン

ケ

ー

ト

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

集

約

結

果

集

約

結

果

集

約

結

果

集

約

にににに

観観観観

るるるる

今

後

今

後

今

後

今

後

のののの

課

題

課

題

課

題

課

題

」」」」

①

交

通

安

全

に

関

す

る

事

自

転

車

の

乗

り

入

れ

防

止

対

策

、

横

断

歩

道

の

増

設

等

。

②

美

観

維

持

、

改

善

に

関

す

る

事ト

イ

レ

の

清

掃

、

護

岸

補

修

、

手

摺

補

修

、

悪

臭

改

善

等

③

モ

ラ

ル

向

上

へ

の

呼

び

掛

け

餌

さ

や

り

、

ペ

ッ

ト

の

立

ち

入

り

と

糞

尿

処

理

等

④

そ

の

他

モ

ラ

ル

向

上

と

、

安

全

の

為

の

パ

ト

ロ

ー

ル

活

動

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

幹

事

会

で

は

、

こ

れ

ら

の

内

容

を

討

議

・

確

認

し

、

一

つ

一

つ

実

現

し

て

行

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

後

も

ご

支

援

を

、

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

＊

せ

せ

ら

ぎ

遊

歩

道

に

関

す

る

ご

意

見

な

ど

、

常

時

受

け

付

け

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

お

問

い

合

わ

せ

等

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

、

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

事

務

局

ま

で

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

。

灯

ろ

う

は

３

０

０

個

限

定

で

す

の

で

、

予

約

購

入

を

お

勧

め

し

ま

す

。

予

約

購

入

先

は

次

の

所

で

す

。

平

井

０

９

０-

５

３

３

６-

０

０

３

５

柴

崎

０

４

４-

７

６

６-

５

９

６

５

田

辺

０

４

４-

７

６

６-

５

３

１

５

松

本

０

９

０-

８

８

１

３-

１

０

７

６

＊

ご

予

約

は

お

早

め

に

！

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

お

蔭

様

で

「

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ニ

ュ

ー

ス

」

は

今

号

で

21
号

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

年

に

４

回

発

行

で

す

か

ら

単

純

計

算

で

今

号

が

6
年

目

最

初

の

号

と

な

り

ま

す

。

次

号

か

ら

は

、

ご

要

望

が

あ

れ

ば

メ

ー

ル

に

て

カ

ラ

ー

配

信

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

形

式

は

Ｐ

Ｄ

Ｆ

で

の

配

信

で

す

。

ご

希

望

の

方

は

裏

面

最

下

段

に

掲

載

の

「

お

問

い

合

わ

せ

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

」

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

い

た

だ

い

た

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

等

の

個

人

情

報

は

法

令

に

従

い

適

正

に

管

理

し

、

他

の

用

途

で

は

使

用

い

た

し

ま

せ

ん

。

感

じ

が

す

る

も

の

で

す

。

灯

ろ

う

流

し

は

、

「

地

域

安

心

地

球

の

平

和

祈

り

を

込

め

て

」

行

わ

れ

ま

す

が

、

今

年

は

、

先

祖

を

送

り

、

戦

争

の

犠

牲

者

に

思

い

を

致

す

こ

と

と

、

東

日

本

大

震

災

の

犠

牲

者

に

対

す

る

祈

り

も

加

え

た

い

と

思

い

ま

す

。

灯

ろ

う

キ

ッ

ト

は

３

０

０

円

に

抑

え

ま

し

た

。

灯

ろ

う

が

途

中

で

沈

ん

で

し

ま

わ

な

い

よ

う

な

工

夫

も

し

ま

す

。

置

き

灯

ろ

う

も

準

備

中

で

す

。

宵

の

ひ

と

と

き

を

ご

一

緒

し

ま

し

ょ

う

。

皆

さ

ん

、

家

族

連

れ

で

お

出

で

下

さ

い

。



～～～～

シ

リ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

地

産

地

消

地

産

地

消

地

産

地

消

地

産

地

消

～～～～

中

原

中

原

中

原

中

原

・・・・

高

津

高

津

高

津

高

津

のののの

農

家

農

家

農

家

農

家

記

者

・

広

報

本

間

～～～～

各

地

各

地

各

地

各

地

のののの

祭祭祭祭

をををを

訪訪訪訪

ね

て

ね

て

ね

て

ね

て

～～～～

番

外

編

番

外

編

番

外

編

番

外

編

鎮

魂

鎮

魂

鎮

魂

鎮

魂

とととと

再

生

再

生

再

生

再

生

のののの

思思思思

いいいい

込込込込

めめめめ

、、、、

東

北

六

魂

祭

東

北

六

魂

祭

東

北

六

魂

祭

東

北

六

魂

祭

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

克

明

克

明

克

明

克

明

関

係

団

体

関

係

団

体

関

係

団

体

関

係

団

体

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介

井

田

健

康

井

田

健

康

井

田

健

康

井

田

健

康

のののの

森森森森

をををを

育育育育

て

る

て

る

て

る

て

る

会会会会

８

月

４

日

（

木

）

９

時

～

井

田

山

ク

リ

ー

ン

デ

イ

神

庭

緑

地

神

庭

緑

地

神

庭

緑

地

神

庭

緑

地

をををを

楽楽楽楽

し

む

し

む

し

む

し

む

会会会会

８

月

７

日

（

日

）

９

時

15
分

～

流

し

そ

ー

め

ん

参

加

費

１

０

０

円

ど

な

た

で

も

可

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

座座座座

乙

女

文

楽

教

室

参

加

者

募

集

・

小

学

校

高

学

年

～

中

学

生

男

子

も

可

10
名

・

申

し

込

み

・

問

合

せ

現

代

人

形

劇

セ

ン

タ

ー

０

４

４-

７

７

７-

２

２

２

８

ろ

う

ろ

う

ろ

う

ろ

う

者者者者

とととと

聴

者

聴

者

聴

者

聴

者

がががが

協

同

協

同

協

同

協

同

し

て

つ

く

る

し

て

つ

く

る

し

て

つ

く

る

し

て

つ

く

る

人

形

劇

団

人

形

劇

団

人

形

劇

団

人

形

劇

団

デ

フ

デ

フ

デ

フ

デ

フ

・・・・

パ

ペ

ッ

ト

シ

ア

タ

ー

パ

ペ

ッ

ト

シ

ア

タ

ー

パ

ペ

ッ

ト

シ

ア

タ

ー

パ

ペ

ッ

ト

シ

ア

タ

ー

・・・・

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

結

成

３

０

周

年

記

念

作

品

『

森

と

夜

と

世

界

の

果

て

へ

の

旅

』

問

合

せ

０

４

４-

７

７

７-

２

２

２

８
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連

載

連

載

連

載

連

載

「「「「

詩

吟

詩

吟

詩

吟

詩

吟

――――

続続続続

」」」」

稲

本

吼

信

稲

本

吼

信

稲

本

吼

信

稲

本

吼

信

（（（（

こ

し

ん

こ

し

ん

こ

し

ん

こ

し

ん

））））

カ

ラ

オ

ケ

を

楽

し

ん

で

居

ら

れ

る

方

は

、

「

や

っ

ぱ

り

カ

ラ

オ

ケ

の

方

が

楽

で

い

い

ワ

イ

」

と

オ

ッ

シ

ャ

ル

事

で

し

ょ

う

が

、

音

楽

の

（

歌

の

）

「

い

ろ

は

」

は

、

生

ま

れ

た

時

の

お

母

さ

ん

の

子

守

唄

か

ら

、

小

学

校

、

中

学

校

の

義

務

教

育

を

通

し

て

、

十

年

以

上

も

教

え

ら

れ

て

き

て

い

る

の

で

す

。

「

カ

ラ

オ

ケ

の

難

し

さ

が

、

納

得

で

き

ま

し

た

か

？

」

是

に

比

べ

れ

ば

、

詩

吟

の

「

い

ろ

は

」

は

、

何

と

一

年

足

ら

ず

で

卒

業

出

来

、

本

来

の

練

習

に

入

れ

る

訳

で

す

か

ら

、

ど

う

と

言

う

こ

と

は

無

い

の

で

す

。さ

て

、

基

本

が

身

に

つ

い

た

ら

皆

さ

ん

は

如

何

さ

れ

ま

す

か

？

カ

ラ

オ

ケ

を

や

ら

れ

る

方

は

、

元

々

先

生

が

い

る

訳

で

は

有

り

ま

せ

ん

か

ら

、

音

楽

が

得

意

な

学

科

だ

っ

た

り

、

不

得

意

な

学

科

だ

っ

た

り

、

人

に

習

う

事

に

素

直

な

タ

イ

プ

だ

っ

た

り

、

独

り

よ

が

り

な

タ

イ

プ

だ

っ

た

り

、

人

サ

マ

ザ

マ

で

、

本

当

に

人

生

い

ろ

い

ろ

、

心

も

い

ろ

い

ろ

で

す

。

幸

い

な

事

に

、

天

性

で

良

い

音

感

と

声

帯

を

お

持

ち

の

方

、

残

念

な

が

ら

音

感

が

イ

シ

リ

ー

ズ

２

回

目

の

今

回

は

、

初

回

記

事

の

鹿

島

さ

ん

か

ら

の

ご

紹

介

で

お

仲

間

の

小

島

正

夫

さ

ん

の

直

販

所

と

、

こ

の

季

節

は

毎

週

行

っ

て

お

ら

れ

る

Ｊ

Ｒ

武

蔵

中

原

駅

Ｊ

Ａ

前

の

出

張

販

売

も

同

時

に

取

材

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

出

張

販

売

は

、

小

島

さ

ん

鹿

島

さ

ん

ほ

か

数

人

の

グ

ル

ー

プ

に

よ

り

毎

週

行

わ

れ

て

お

り

、

数

時

間

で

売

り

切

れ

て

し

ま

う

ほ

ど

の

盛

況

ぶ

り

で

す

。

取

材

の

際

、

記

者

も

慌

て

て

ソ

ラ

マ

メ

を

購

入

し

鹿

島

さ

ん

の

教

え

ど

お

り

、

採

れ

た

て

の

「

風

味

」

を

堪

能

し

ま

し

た

。

や

は

り

“

地

元

の

採

れ

た

て

は

違

う

！！！！

”

と

改

め

て

感

じ

ま

し

た

。

舌

が

嬉

し

い

と

は

こ

の

こ

と

で

す

ね

。

畑

で

は

リ

ー

フ

レ

タ

ス

の

緑

が

み

ず

々

し

く

目

に

映

え

ま

す

。

小

島

さ

ん

の

ご

両

親

が

健

在

で

お

仕

事

を

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

中

原

区

に

あ

る

こ

の

畑

の

周

り

に

は

以

前

、

幾

筋

も

の

水

路

が

あ

り

、

土

地

を

潤

し

て

い

た

と

い

う

お

話

を

聞

き

ま

し

た

。

見

れ

ば

す

べ

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

埋

め

固

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

時

代

の

流

れ

と

は

い

え

、

な

ん

だ

か

痛

々

し

い

気

持

ち

さ

え

し

て

き

ま

す

。

そ

れ

で

も

昔

か

ら

の

農

家

の

お

か

げ

で

、

新

鮮

で

美

味

し

い

野

菜

を

食

べ

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

に

感

謝

し

た

い

と

思

い

ま

し

た

。

震

災

の

復

興

は

こ

れ

か

ら

で

す

が

、

未

来

を

生

き

る

『

子

供

た

ち

に

何

を

残

す

の

か

』

と

い

う

こ

と

を

改

め

て

考

え

さ

せ

ら

れ

る

取

材

で

し

た

。

ビ

ー

ル

が

好

き

な

記

者

に

は

、

次

は

枝

豆

と

い

う

楽

し

み

が

待

っ

て

い

ま

す

。

小

島

さ

ん

の

直

販

所

中

原

区

下

小

田

中

２-

２

６-

１

マ

イ

チ

の

方

、

全

く

音

痴

の

方

、

い

ろ

い

ろ

な

条

件

の

中

で

自

分

の

や

り

方

（

方

針

）

を

、

自

分

で

決

め

、

目

的

達

成

の

た

め

頑

張

る

訳

で

す

。

し

か

し

、

自

分

を

知

る

人

は

、

自

分

に

忠

実

で

す

。

や

り

た

い

事

が

あ

れ

ば

、

師

を

求

め

「

い

ろ

は

」

を

身

に

つ

け

る

べ

く

一

歩

を

踏

み

出

し

ま

す

。

こ

の

一

歩

が

、

す

べ

て

で

す

。

前

回

の

「

小

唄

」

の

如

く

「

い

ろ

は

」

が

身

に

つ

く

ま

で

は

何

と

も

ど

か

し

い

事

か

、

し

か

し

、

こ

の

関

門

を

通

過

す

る

と

、

な

ん

と

、

後

は

何

も

考

え

る

こ

と

な

く

、

ス

ム

ー

ズ

に

自

分

の

ヤ

リ

タ

カ

ッ

タ

練

習

に

入

れ

る

の

で

す

。

師

匠

付

き

で

・

・

・

三

月

の

後

半

か

ら

、

仕

事

の

合

間

に

、

長

年

つ

き

あ

い

の

あ

る

東

北

各

県

の

文

化

施

設

と

そ

こ

で

活

動

す

る

文

化

団

体

を

訪

ね

る

こ

と

を

続

け

て

い

ま

す

。

瓦

礫

の

片

付

け

や

、

図

書

館

の

書

棚

か

ら

落

ち

た

本

の

整

理

に

も

携

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

大

震

災

の

ニ

ュ

ー

ス

の

映

像

も

衝

撃

的

で

し

た

が

、

私

の

訪

ね

た

現

場

は

、

貴

重

な

文

化

の

積

み

重

ね

と

人

び

と

の

心

の

拠

り

所

を

一

気

に

失

っ

た

と

こ

ろ

で

す

。

そ

れ

で

も

被

災

し

た

人

た

ち

の

た

め

に

す

ぐ

に

行

動

を

起

こ

す

文

化

施

設

職

員

や

文

化

団

体

リ

ー

ダ

ー

の

姿

に

、

私

の

方

が

刺

激

を

受

け

る

こ

と

も

し

ば

し

ば

で

し

た

。

祭

こ

そ

は

、

地

域

社

会

の

重

要

な

文

化

。

地

域

の

心

の

拠

り

所

で

す

。

壊

滅

的

な

打

撃

を

受

け

た

南

三

陸

町

で

も

陸

前

高

田

市

で

も

、

伝

統

の

祭

が

あ

り

、

ま

た

、

物

産

市

の

あ

る

産

業

祭

も

あ

り

ま

し

た

。

陸

前

高

田

の

太

鼓

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

は

全

国

の

太

鼓

奏

者

が

毎

年

そ

こ

を

目

標

に

し

て

稽

古

し

、

愛

好

者

も

集

ま

る

、

大

盛

況

の

祭

で

し

た

。

そ

れ

ら

の

多

く

が

、

「

今

年

は

未

定

」

で

す

。

注

目

さ

れ

る

新

た

な

動

き

が

、

「

東

北

六

魂

祭

」

。

こ

の

小

文

を

福

島

県

い

わ

き

市

で

書

い

て

い

る

時

点

で

は

、

二

週

間

後

に

な

る

七

月

十

六

、

十

七

日

、

仙

台

で

開

催

さ

れ

ま

す

。

東

北

六

県

の

代

表

的

な

祭

、

青

森

ね

ぶ

た

祭

、

秋

田

竿

ま

つ

り

、

盛

岡

さ

ん

さ

祭

り

、

山

形

花

笠

ま

つ

り

、

仙

台

七

夕

ま

つ

り

、

福

島

わ

ら

じ

ま

つ

り

が

、

史

上

初

め

て

仙

台

に

集

い

、

公

園

と

大

通

り

に

繰

り

広

げ

る

鎮

魂

と

再

生

の

祭

り

で

す

。

こ

の

計

画

を

知

っ

て

、

あ

あ

、

わ

た

し

も

そ

の

中

に

い

て

、

東

北

の

誇

り

高

き

魂

に

触

れ

た

い

と

強

く

思

い

ま

し

た

。。。。

「写真提供・福島わらじまつり実行委員会」


